
造船学術研究推進機構 

2026年度研究奨学生 募集要項 
 

 

造船学術研究推進機構（REDAS：Fundamental Research Developing Association for Shipbuilding and 

Offshore）は、我が国造船業が将来も魅力ある産業として発展していくためには、造船所自らの研

究開発の活性化はもちろん、その基盤となる大学における学術的基礎研究の活性化が極めて重要

であるとの認識のもと、「大学における船舶・海洋関連の学術的基礎研究活動の一層の活性化、お

よび多くの優れた人材のこれら研究分野への積極的参加」を支援するため、1993年 2月に一般社

団法人日本造船工業会内に設立された組織です。 

2018年度より、従来の研究助成事業に加え、博士後期課程への進学者に対する研究奨学事業を

開始しました。研究奨学事業では、大学における学術研究遂行に優秀な大学院生を参画させ、

質・量両面から大学の研究体制を充実させるとともに、我が国造船業の発展に資する高度な研究

開発能力を有する人材を育成するため、博士後期課程への進学者に対し、学資支援を目的とした

研究奨学金を支給します。 

 

 

１．応募資格  

応募時において大学院研究科の博士前期（修士）課に在学し、学業・人物ともに優秀であって、

当機構が指定する大学院研究科（注 1）の博士後期課程への進学を希望する学生。 

 

注 1 当機構が指定する大学院研究科（このうち船舶・海洋関連の研究室に限る） 

大学 大学院研究科・専攻 

東京大学 

工学系研究科システム創成学専攻 

工学系研究科技術経営戦略学専攻 

新領域創成科学研究科環境学研究系 

横浜国立大学 
理工学府機械・材料・海洋系専攻海洋空間システムデザインユニ

ット 

大阪大学 工学研究科地球総合工学専攻船舶海洋工学コース 

広島大学 先進理工系科学研究科輸送・環境システムプログラム 

九州大学 大学院工学府船舶海洋工学専攻 

大阪公立大学 工学研究科航空宇宙海洋系専攻海洋システム工学分野 

東海大学 海洋学研究科海洋学専攻 

長崎総合科学大学 工学研究科総合システム工学専攻生産技術コース 

 

２．支給期間及び支給額  

採用後、最長 3年間、年額 60万円を研究奨学金として支給します。2026年度採用者は、2027年

度分から支給を開始し、2028年度分、2029年度分を支給します。ただし、2026年度採用者であ

って 2026 年度から博士後期課程に進学する者にあっては 2026 年度分から支給を開始し、2028

年度分まで支給します。 

 

 



３．採用予定数  

2026年度は、応募者の中から最大 3名を採用予定です。 

 

４．応募方法  

下記の必要書類等を、在学する大学経由で当機構事務局へ郵送にて提出してください。 

① 応募申請書 

当機構所定の様式に所要事項を記入したものを 1部。 

② 指導教員の推薦書 

当機構所定の様式に現在の指導教員が記入したものを 1部。厳封のこと。 

③ 成績証明書 

大学の学部における成績証明書を 1部。 

④ 電話番号及び E-mailアドレス 

審査は審査員による書面審査と Web によるインタビューにより行います。連絡可能な電

話番号（携帯電話可）及び E-mailアドレスを応募申請書の所定欄に記入してください。 

なお、インタビュー日程は審査員と協議の上、応募者に通知します。 

 

※応募申請書等の様式は当機構のウェブページよりダウンロードするか、事務局までお申し込

みください。 

※提出後、選考結果の通知までの間に記載事項等に変更が生じた場合は、速やかに事務局まで

連絡してください。 

 
 提出先： 〒105-0001 

 東京都港区虎ノ門 1-15-12 日本ガス協会ビル 3階 

 一般社団法人日本造船工業会内 造船学術研究推進機構事務局 

 TEL：03-3580-1564 

 E-mail：redas@sajn.or.jp 

 URL：https://www.sajn.or.jp/redas 

 

５．応募期限  

2026年 2月 27日（金）必着 

 

６．選考結果の通知および採用手続  

（１） 当機構の審査委員会において慎重に審査のうえ、採用者を選定します。 

（２） 応募者及び指導教員宛に選考結果を通知します。 

（３） 採用者は、採用内定通知とともに送付される手続要領に基づき、所定の期間内に必要な採

用手続（銀行口座届、博士後期課程の合格通知書その他手続書類の提出等)を行っていただ

き、手続完了を以って正式に採用となります。所定の期間内に採用手続が行われない場合

は、採用を辞退したものとして取扱います。 

 

７．他の奨学金等との併用の取扱い  

支給開始時に、次に掲げた内のいずれかに該当する場合は、本制度による支給対象となりませ

ん。また、支給決定後でも以下の他奨学金の給付を受けることになった場合は、支給を中断させ

ていただきます。なお、以下に挙げられていないその他の奨学金制度との併用を希望する場合
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は、応募時にご連絡ください。 

① 日本学術振興会 特別研究員および同等レベルの奨学金支給を受ける研究プログラムへの

参加者 

② 国費外国人留学生 

③ 外国政府派遣留学生等、外国政府の奨学金により支援を受けている留学生 

④ 科学技術振興機構の「次世代研究者挑戦的研究プログラム」「大学フェローシップ創設事

業」の支援を受けている者 

 

８．採用者の義務  

（１） 各年度末に、採用者本人による当該年度の研究成果等を記載した報告書（研究成果概要報

告書）、指導教員による修学状況・素行等を記載した報告書（修学状況等報告書）を提出し

てください。 

（２） 指導教員の変更や組織改編等に伴う連絡先等の変更があった場合は、速やかに当機構まで

報告してください。 

（３） 採用通知後に７．のいずれかに採用された場合は、速やかに当機構まで報告してください。 

 

９．支給の中止等  

次に掲げた内のいずれかに該当する場合は、支給を中止するとともに、支給済みの研究奨学金

の返済を求める場合があります。 

① ７．のいずれかに採用されたとき 

② 学業成績の不振、素行不良又は傷病などに起因して、博士後期課程修了の見込みがないと

認められたとき 

③ 指導教員より停学、休学又は退学の報告のあったとき 

④ 採用者の義務が果たされないとき 

⑤ その他本事業の趣旨に則り支給の継続が不適当と認められるとき 

 

以 上 

 

 

 

造船学術研究推進機構 

Fundamental Research Developing Association for Shipbuilding and Offshore 
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〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-15-12 

日本ガス協会ビル 3階 

一般社団法人日本造船工業会内 

TEL：03-3580-1564 FAX：03-3580-1633 

E-mail：redas@sajn.or.jp 

URL：https://www.sajn.or.jp/redas 
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